	会議名
	令和７年度 第２回 厚木市地域包括支援センター運営協議会

	会議主管課
	市民福祉部　地域包括ケア推進課　在宅福祉推進係

	開催日時
	令和７年10月２日(木)午後２時～３時

	開催場所
	厚木市役所　第二庁舎　農業委員会会議室

	出席者
	厚木市地域包括支援センター運営協議会委員　７人

事務局　市民福祉部長、市民福祉部次長、
地域包括ケア推進課長、在宅福祉推進係長、係員


１　開会（地域包括ケア推進課長）
　挨拶
　　・会長あいさつ
　　・市民福祉部長あいさつ

２　案　　件
（1） 令和７年度厚木市地域包括支援センター活動評価の取りまとめについて
※資料１に基づき事務局説明
【質疑】
	委員
事務局
委員
委員
事務局
委員
委員
委員
委員
事務局
	包括の自己評価と市の評価の差異が昨年度より多い。評価の理由をより明確にする必要がある。差異の数からも、業務面において定量的な評価をすることが難しいことがわかる。評価理由の明確化のために評価結果を公開することも検討する必要がある。
管理運営面については明確なＡ評価の基準を示したが、包括に浸透しておらず、差異が多く出てしまう結果となった。業務面についての定量的な評価が難しい現状であることはお見込みのとおりである。表記の仕方や、公開については今後本協議会で検討していきたい。
包括にそれぞれの項目において何をすればよいかが伝わっていない印象がある。評価項目が多くて理解しきれていない可能性がある。包括の業務は年々複雑化していて、煩雑になっている。
評価を公表していない理由はあるのか。
厚木市においては今まで公開していなかったので、同様に進めている状況である。
明確な評価の基準を示すべきであると考える。
業務面については難しいが、評価の差異は出ないようにすることが望ましい。ただ、市に評価を上げてもらうと励みになる側面もあると思う。
社会福祉法人の人材確保等の難しさが背景にあるのではないかと感じる。
各包括に評価結果と共に取りまとめた評価シートも送付するということでよいか。
お見込みのとおりである。


質疑後、承認
（2） 本協議会委員改選について
	事務局

	今回の任期は令和７年10月末で終了となる。各選出母体に推薦書を送付しているので、ご確認いただきたい。市の規定により、今回の任期で終了となる見込みである委員がいるので、一言いただきたい。


　　　委員からご挨拶いただいた。
(３)その他
	事務局

	睦合、睦合南包括について、人員基準が満たされないことから、令和８年度にプロポーザル方式によって事業者の選定を行い、令和９年度から選定された事業者による運営を予定している。
要綱等関係書類は次回提示をする。


４　閉　　会（副会長）
５　次　　回　令和８年２月12日午後２時から　予定
厚木市役所第二庁舎15階　農業委員会会議室
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